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1. はじめに

Sentence
Mastery

Vocabulary Fluency Pronunciation

Versant Speaking test 2015-17年結果

1-1. スピーキング要素のアンバランス



1-2. 仮説

大半の学習者は
発音記号さえ習っていない。



中西・阪上・山本 (2015).

1-3. これまでの授業実践① （発音記号について）
2014年度 対象 （6クラス, 実質136人）
・経営学専攻1年生「標準英語」 n =27, 26, 24 (3クラス)
・スポーツ系1, 2年生「英語」 n =10, 25, 24 (3クラス)

授業実践

発音練習（15分）：個別音の発音の仕方についての理解を促すため発音記号を
用い，記号の書き取りテストも実施した。

結果
・発音記号学習が全ての学習者に受け入れられたわけではなかったものの、
発音記号学習に肯定的なコメントが多く見られた。
・発音記号学習を通して、発音に対して意識が高まったことが垣間見られる。
・発音記号学習による意識の向上は、英語そのものに対してまで波及した。

考察
実践的な活動
座学による概念の教育

コミュニケーション偏重教育では不十分！
理論や概念の教育の重要性の再確認を！



1-3. これまでの授業実践② （Peer Feedbackについて）

中西 (2015).

2014年度 対象 （6クラス, 実質136人）
・経営学専攻1年生「標準英語」 n =27, 26, 24 (3クラス)
・スポーツ系1, 2年生「英語」 n =10, 25, 24 (3クラス)

授業実践

・Recording（10分）：PC標準搭載のソフトを用い、発音のポイントを解説・練習した
1文を録音し、学内システム経由で提出する。
・Peer Feedback（20分）:上記で回収・再配布された音声について、学習者間
フィードバック活動を行う。

結果
・記号化できる→発音できる
・発音記号テストに拒絶反応→「できる」「楽しい」
・聴覚情報と視覚情報を関連づけられる

今後の展望と課題
音素カウンター
の構築

2015年度「英語会話」担当
自発的発話 内容構成

「発音のポイント」を
一斉指導できない



1-3. これまでの授業実践③ （音声認識ソフトについて）

中西 (2016b).

2015年度 対象
「英語音声学」の履修生194名（2年次生 133名,  英語専攻 151名）
TOEIC M = 580.32, sd = 131.13, n = 78

授業実践

・自宅課題（10回）：音声認識アプリ「Dragon dictation」を用い音声学教科書に掲
載されている語がどう認識されるか記録を取る。
・最終課題（学期末）：10回分の記録をまとめ、
①誤認識された語を書きだす。
②注目する音素を2,3選び、なぜ誤認識されたか・どうすれば解決するか音声
学の知識を用いて説明する。

結果
・194名の大規模クラスでも発音練習は可能。
・教員が発音矯正するより、冷静に、素直になれる（らしい）。

考察
・自分の発音を客観的に分析することができる。
・教科書に書いてあることの理解が促される。
・今後の留意点について自分で考えることができる。



2. 音素カウンター
2-1. しくみ



2-2. 音素カウンター画面

English Language & Usage. When to use “in the last year”, “last 
year” and “in the past year”? 
https://english.stackexchange.com/questions/148685/when-to-
use-in-the-last-year-last-year-and-in-the-past-year
から、投稿文を引用。

中西 (2017).

https://english.stackexchange.com/questions/148685/when-to-use-in-the-last-year-last-year-and-in-the-past-year


入力された英文を発音記号で表示する → ⑪
(内容語には強勢記号。データベースに含まれない語はグレーの
斜体で表示。)

各音素を含む別の語の発音動画を見る → ④
(基本的に、語頭・語中・語末2語ずつ。)

各音素が英文中のどこにあるか表示する → ⑤
(グリーンの網掛けで表示。)

入力された英文中の音素数を表示する → ⑥-⑩
(総出現数・語頭/語中/語末での出現数。)

連結・脱落・同化が起こる可能性を表示する → ⑫-⑭
(連結) júːzd_əz_ən_ədvə́ːrbiəl
(脱落) móʊs(t) fríːkwən(t) fɔ́ːrmjələ
(同化) wéər dɪd_jʊ ɡóʊ lǽst_jɪə́r?

2-3. 音素カウンターで、できること（2017年8月現在）

「音素カウンターの使い方」参照。



3. 授業実践
3-1. 対象
・グロバル・コミュニケーション学部1年生「英語会話」 n = 29, 29, 30, 29, 26 (5クラス)
・2017年7月 TOEIC IP (N = 129):
(Total M = 340.3, sd = 82.7, Listening M = 207.3, sd = 50.4, Reading M = 133.0, sd = 44.6)

1st period (Thu.) 2nd period (Fri.) 3rd period (Thu.) 4th period (Fri.)

•Last topic review
•Topic introduction
•Set phrase
-Rhythm
•Script 1
-Structure
•音素カウンター

-Grammar
-Segmental

•1-minute talk
-Intonation
•Folk dance talk
•Recording
•Evaluation

•Script 2
•音素カウンター

-Stress
-Rhythm
•Presentation 
practice

•Presentation
•Evaluation

3-2. 授業計画： 1 topic (90分×4回)授業の流れ



3-3. 授業実践① （Set phrases）

Topics Audience Formality Mode Purpose Grammar

1 About myself you (singular) informal dialogue greeting Present

2 It changed my life you = myself informal dialogue describing Past

3 A letter to myself (1) you (singular) formal
oral 
reading

requesting Future

4 My invention you (singular) informal dialogue advertising
Adjective

Adverb

5 Exciting destination you (plural) formal monologue inviting Preposition

6 My summer plan you (plural) informal dialogue explaining Verb
Aux. verb

What are you going to do this summer?
wʌt́_ər jʊ ɡóʊɪŋ tə dʊ ́ ðɪ(s) sʌḿər? 

I’ll try to get a part-time job.
aɪl tráɪ tə ɡét_ə pɑ́ːrt-táɪm ʤɑ́b. 



3-3. 授業実践② （Script 1）

「170714 Script 1のコツ」
A. 今年の夏の計画についてペアで話をしましょう。
B. A. で話した内容を元に、「どこへ」「いつ（何時）」

「どんな風に」そこへ行くのかを説明しましょう。
ちょっとしたコツについても説明しましょう。

①「新しいディスカッショントピックを追加する」を入力する。
②「件名」「メッセージ」欄に夏の計画を書き込む。
③「フォーラムに投稿する」を入力する
⇒余裕がある人は、クラスメイトにも「返信」しましょう。



3-3. 授業実践③ （Grammar, Segmental）

「音素カウンターの使い方」参照。

認識されにくいパターン
（１）文法間違い
（２）分節音の発音間違い



やみくもに声を出しても改善されませんが、
「音素」という概念を理解し、発音ビデオで口の形を確認すれば



3-3. 授業実践④ （1-minute talk）

A: “I’m going to Disneyland this summer.”

B: “Oh, you’re going to Disneyland this summer.”

“Are you going to Disneyland this summer?”

“Sorry, where are you going?”

“Oh, who are you going with?”



3-3. 授業実践⑤ （Folk dance talk）



3-3. 授業実践⑥ （Evaluation）
Recording音声提出指示。

Recording Evaluation 提出指示。

評価基準：
4 = 自分より良い。
3 = 自分と同じぐらい。
2 = 自分の方が良い。
1 = お話になりません。



3-3. 授業実践⑦ （Stress, Rhythm）

aɪ əm ɡóʊɪŋ tə vɪźə(t) maɪ frénd_ɪn tóʊkioʊ. 

ən(d) , aɪ əm ɡóʊɪŋ tə stéɪ ðéər fər fáɪv déɪz. 

ðɪś_iz maɪ fə́ːrs(t) táɪm tə ɡóʊ tə tóʊkioʊ. 

sóʊ, wi həv méni plǽnz. 

wi ər ɡóʊɪŋ tə ðə mjúːzɪ(k) féstɪvəl. 

méni ɑ́ːrtəst(s) sɪŋ́ ðéər. 

fər_ɪɡzǽmpəl, pə́ːrfjuːm, maɪ fə́ːrs(t) stɔ́ːri, Momokuro, Sakanaction, 

ən(d) mɔ́ːr. 



3-3. 授業実践⑧ （Presentation）

https://www.youtube.com/watch?v=ySVEdc6J_OE&feature=youtu.
be&list=PLspO8M07CAbsVqVttxBYZzp0t6gqQddov



目的
29回目の授業時にテストを実施することにより、発音記号学習の動機づけとする。

作成手順
• 半期分（6 topics）のScript 1, Script 2（Lemma = 4,233, Token = 88,900）に出現
する語を発音記号に変換し、同音異綴り語を除外（音素カウンター）。

• 頻出上位100語を抽出（AntConc 4.4.4w） 。
• アルファベット順に10語ずつの発音記号と綴りのマッチング問題×10題=100
問を作成。

• Web上で出題（制限時間20分）。

3-4. 発音記号テスト



3-4. 発音記号テスト
結果
N = 129, Max = 100, Min = 83, M = 98.1, sd = 2.9。

考察
• 音素カウンターを用いることで、テスト作成が容易になった。
• クラスメイトが投稿したscriptを読むことが促進された（138人による1,632投稿）。
• 発音記号学習に対する意欲が促された。
• 「読める・使える」という自信につながった。

今後の展望
• 読みを間違いやすい単語を抽出して、出題する。
• 発音記号-綴りのマッチング以外の出題形式を導入する。
• 連結・脱落・同化を伴うフレーズレベルで出題する。



4. おわりに

音素カウンター これまでの軌跡

2016/1  音素カウンターVer. 01を公開

2016/6  名詞の複数形・動詞の三人称単数、名詞の所有格、動詞の
過去形、動詞の-ing形、形容詞・副詞の比較級、形容詞・副
詞の比較級、などの活用形を自動生成

2016/8  新ドメインで音素カウンターVer. 02を公開

2017/5  発音動画の再生機能を追加

2017/5  音素のハイライト表示機能を追加

2017/7  連結・脱落・同化の表示機能を追加

2017/7  語頭・語中・語末での音素出現数表示機能を追加

2017/7  「音素カウンターの使い方」を公開

2017/8  音素カウンターVer. 03を公開



音素カウンター 今後の課題
「音素」の定義 (h)w は w にまとめる？

米音・英音の区別（現状、米音が基準）
「音素カウンターの使い方.pdf」に凡例を追加。
子音連続・「Consonant/r/」の対応

発音記号表記 音節子音の表記方法
単音節の機能語の強勢規則
第二強勢情報
同つづり異音語の対応（品詞タグ？）

発音動画 単音の発音動画に、口形図と説明を掲載する

音声変化 連_結と同_化のアンダーバーを、色だけでなく別の形にする？
同化：他にも音声変化のパターンあり。異音も表記する？
the 直後の語が母音で始まっていたら、/ði/を出力する
"of" は後ろが子音であればほとんどの場合 /v/が脱落する

画面構成 音声練習 suggestion 機能の追加 （２画面にする）
複数の英文データを同時に分析して、英文データごとに出力

データベース 口語の省略形
Genre-based データベースを別に作成？



本研究はJSPS科研費

17K02914

の助成を受けたものです。
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